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９月30日(火)第６会場　午後2 :00～5 :00

　　　F－33 家政学において急ダ開そを要する分野― 家政学原論研完藍一

　　　　　　十文字学園々子建犬　原田　一

　目的　家政学１、生活科学論者のよラにす陵的領域に解消ですヘー個独立の科学と

して護立するためには, それにふさおしい体系を樹立するとと力v" lφ卑ぞある。現在の

家政学･こお11 -tiltに握お・おり，急3" 間をを要する分野a i可-i廊-hﾌﾟ'ヽ£追完する。

　方汰　ｔ進の詰零の捧ゑを履範とし-t: , そ丸k tt較しX 未r≪i発の分野を発£する。

　顛呆　/. 家政哲学　浅学. 極済学・枚有季等にば法哲学・経済哲学･放令暫掌等

■IsあTsヵヽら,家政学に･も象政哲掌ぶφ要ぞあ%。支£それ'*求政厚原論に含ませ･ごい

たか仁哲喩u根寿的な間題を抽ずるのぞ，容易に一敗しｱﾋ見所を得% i Jlヵ<■困難であ

ｰ,瓢，そこぞ原論-I ci,常識的にi 受入あi, れる吠:靴的無理のなﾚヽ哲学的立場Jとっ

x論ずるこk kし, 立名入っ危論議は家政哲学に緩りたﾚA。哲学≪認識論・存在論・

佃銀論ヵヽら成１のぞ，宋政首掌i , %政孝･方法論・家政本質論･ 家政理念論･こ分ﾌﾟﾌヽ九

ゐ. i.場,こI* ,新カッ1- 沢・現象学･･プラダマチズム・マ･レタス主義・生・哲学・実

存i 義･ 分冊哲掌等おヽあMl % ．ま有料理の哲学・洸唯・哲学等t, 考え^f 5 ．

　z. 刄史的研も　政治史･維債史^ に相きする家収支（匪恂* 丈■ 径淆学^尊に

相当する卑政零丈と, 社会思想史等'= 相当すゐ家家思惑史in S｡方面がφ要t" あゐ。ま

だ各民集の衣庭ま活畜じし較研% する比較参政学f. faは家以北理掌が必要であゐ・

　Ｊ　家庭収策学　涯冴政策零■ 社会政策専に祁当する家庭政策掌*"'φ要-?" あ* ，

　今　その杷　老人季・手談論，/系怖,ﾀ)一却^しｰこの人傾生態学帥研究等があふ・

　糾蒋　研究葱に,上記各方面･て進出すべく，大学lf早く撒業料|トを紋< べ゛きぞある。

　　F－34 j^載用作H:台ﾀﾞ）^ 。り竃す3漸劾（fz程）

　　　　　杉野々大　0 £宅嫌子　i･峯の承-it 大　吉田大美子　素京溥業大

目的　参研^ It. * μ回曰本家涙淳彦屡なz-報希り薯ノ煮･こワグけびアな■>

大森和子

r-^i

a f あ る。% ／龍r it . 'A武におIt 3 奮SI や戴吟身･･）i走島? £知3 /iの。殺穣肩1･

冬塊’ヽ為ごX゛咋^ り^ 斥わ"t，^ 太々･'] -(Pt ヽヽ乙啓じ^ 高･i ずあ，剌･･夕核隋≪高

? ･f･峰^ 々V｀作すら↑斥わ也ﾌﾞ. 乙きのユオヽ／ぞ- 枚併市･ヽらt 直馬v-' 乞不｀め八. 更･こ

薦禰り環'こ便用り^ -i s 絢吻. x一晩，負応暑・節＼nh に）. 篆適島^ い剱･り烏c^

I- お･ﾔ｀め・^i動が祢を,凡。ｷﾞμ丿.下限ヤμ幹即･，油り司曙゛廷'i I. -^■　?£

画!とiごめj-)i t 3 tの"t涌る．

　が函　呼熾・琴詞．賎糾辱め作4の協な'･よ<侑かぶらニ辰の訪とヱ肩貳^媚威

列

^費臥喘陳膚紅鱒腹吻) ≪ぷ･-"ヽ鰹，竹タ・ヽ｀岬わっい■L．　券陶電持多/=い同峰刈

定りてri つt . 馮?・tり≫^f>●饗国咋^'V It 3 筋のit -If;̂白%:i みr--. 昶検名Iま-

泰い々ふi｀名V'為i .
　鮪果　測吏い゛鳶を. よ紅熟瓢　f玖･=分>rtりd乙，よ敗の肋I*作-t 令の為v'

が'＆く,ない・けこびって冰勧r 尺尽（辰'ト無作A- よ(A'下策ヵ筋は. 上肢と及片に

作-tな゜あぐが為くぽり'- し仁i)゛ワt先恥ヵヽりリくなi.　潮良ド'- 鳶を帯乙･汐弓t ，

作-t分・ヽ馮ぞ匹ﾌﾉ～?/゛ Ｑヒきがめpi 動≪'^'･|イ< なトこめ角ざの範圈6^-ヰ-% 心

ｙいろs芦;丸ら貳W


